
定期考査は、生徒の学習状況を把握し、学習指導の改善・充実を図る大変重要なものです。
特に、思考力・判断力・表現力を問う定期考査問題をつくるには、次に示す【ステップ①】
～【ステップ⑤】の定期考査問題づくりの構造を踏まえることが大切です。

ここでは、令和２年度の県立高校入試問題 三 （登場人物の設定の仕方についての問題）を

用いて、 と

の作成のポイントを紹介します。

定期考査問題づくりの構造

【ステップ①】出題のねらいを明らかにします。

【ステップ②】期待する正答を作成します。

【ステップ④】思考・判断・表現の方法を
明らかにします。

【ステップ⑤】知識・技能を活用して、思考・判断・表現する場面や問い方を設定します。

【ステップ③】知識・技能の内容を
明らかにします。

単元の学習に係る
学習指導要領の目標
と内容を、「解説」をも
とに、明確にします。

主に基礎的・基本的な内容を問う問題 主に思考力・判断力・表現力を問う問題

文学的文章における登場人物の設定の仕方について、次の２つの問題を比べてみます。左

が「人物相互の関係に基づいた行動や会話の描写をもとに、心情を問う問題」、右が「人物

相互の関係に基づいた行動や会話の描写をもとに、人物設定を問う問題」です。

主に基礎的・基本的な内容を問う問題 主に思考力・判断力・表現力を問う問題

ねらい
本文中の行動や情景の描写に着目し、
登場人物の心情を捉えることができる。

登場人物の人物像や相互関係を捉え、
考えたことをふさわしい言葉で表すこと
ができる。

問題

己之吉のお園に対する感謝の気持ちが
表れている会話文として、最も適当なも
のを本文中から書き抜きなさい。

三 （問三）

※実際に出題された問題

答え
「波除け様だろう」 ア 支える

イ 感謝

同じ題材であっても、ねらいを明確にして、ねらいに応じて問い方等を工夫すれば、

思考力・判断力・表現力を問う問題をつくることができます。このような問題が解け

るようになる生徒を育てる授業づくりが何より大切です。

ねらいに応じた問い方の工夫

答えを

導くには…

「【お園の人物設定】をまとめたもの、という場面の設定」

○ 己之吉・お園それぞれの、互いに対する心情を表した叙述

を根拠に、二人の関係を考えて【お園の人物設定】をまとめる

という場面を設定することで、登場人物の人物像と相互関係を

捉えることができるようにします。

「答え方を指定」

○ 前後の文脈をヒントとすることができます。

〇 表現する際の条件（形式等）を整えて提示することで、考え

やすくなります。

※「根拠Ⅰを参考に、根拠Ⅱを書け。」や「根拠Ⅰ及び根拠Ⅱを

参考に、【お園の人物設定】を考えて書け。」といった記述式の

問題も考えられます。

人物の言動や情景を根拠に心情

を捉えるという知識が必要

登場人物の人物像や相互関係を捉え、

ふさわしい言葉で表す表現力が必要

己之吉の心情 お園の心情
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